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R1tsuo　Nomural）and　Yuk1o　Yamane2）

Abs施ct：We　report　the　benth1c　foramm1fera1changes　w1th　respect　to　human　act1v1t1es　m

brack1sh　env1ronment　over　severa1decades　Durmg　the　past　severa1decades，many　rec1amed

areas　have　appeared　m　the　eastem　partofLake　Nakaum1m　add1t1on　to　the　dredgmgofbottom

sedments　and　the　construct1on　of　a　gate　for　water　exchange　The　bottom　water　and

foram1mfera1fauna　m1ght　have　been　mf1uenced　d1rect1y　and　md1rect1y　by　these　human

aCt1V1t1eS

　The　most　cnt1ca1fora皿m1fera1changes　were　found　m　the　sed1ments　of60－70years　ago

（～1920－30）and　m　those　of25years　ago（ear1y1970）We　be11ve　the　f1rst　fauna1event　was

caused　by　the　dredgmg　of　sedments　m　Saka1Stra1t，wh1ch　caused　sa1ty皿arme　and　brack1sh

waterstobeexcha二nged　A28km1o二ngembankmentconstmctedmthemouthofSaka1Stra1t
m1ght　have　fac111tated　the　mtroduct1on　of　mame　water　mto　Lake　Nakaum1By　th1s　process，

Zγocんα榊肋z〃αゐαd011ncreased1n　p1ace　of　the　prev1ous1y　deve1oped■閉榊oη卿わθcc07〃fauna1n

the　deeper　part　of　the1ake　The　second　fauna1changes　m1ght　have　caused　by　further

mtroduct1on　of　sa1ty　water　mto　the　mam1ake　area　by11m1t1ng　the　opemng　to　Nakaura　Gate

We　a耐r1bute　the　forammfera1changes　to　the　format1㎝of　more　stab111zed　ha1oc1me　by　a

cons1stent　mput　of　manne　water　and　the　subsequent　deve1opment　of　reduced　bottom

enVirOnment．

Key珊or幽：bo耐om　env1ronment，fora皿m1fera，human　act1v1ty，Lake　Nakaum1sa11mty

changes

は　じ　め　に

　中海では，1960年代の後半に農水省によって干

拓・淡水化事業が実行されるようになって以降，杜

会的要求のもと，水質分析による環境調査が公的機

関で継続して行われている．しかしながら，中海の
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UniVerSity，

湖底の主要な中型底生生物である有孔虫による調査

は極めて断片的であり，近年における産出の変動お

よびそれらの湖水環境との関係については，いまだ

不明の状況にある

　有孔虫は石灰質や膠着質の殻を有し，その遺骸が

堆積物中に保存されていることから，湖底堆積物を

処理することによって詳細な環境復元が可能であ

る　筆者らは，中海（本庄工区）宍道湖における有

孔虫がここ数十年間の環境を明瞭に記録しているこ

とを報告してきた（野村・猪口，1995，野村・吉川，

1995入また，これまでの調査で，有孔虫群集が今世

紀の中海宍遣湖の人為的な改造と密接に関係して
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14 野村律夫・山根幸夫

変動していることも見いだしている．そこで我々

は，極めて短い時問スケールで変動をくりかえす水

質による環境評価も重要であるが，有孔虫群集に観

られる産出変化には年々的な湖底泥の多岐にわたる

環境変化を効率的に捉えていることを指摘しておき

たい．

　本報告では，さらに中海東部におけるここ数十年

の環境変化を調査した結果を述べる．中海の東部

は，中海宍道湖の淡水化計画によって建設された

中浦水門や周辺の干拓事業によって最も人為的な改

造が進められてきたところである．また，境水道よ

り反時計回りに流入していたと考えられている海水

が干拓のための本庄工区の堤防建設で流人が不可能

となり，代わって中浦水門から直接流入するように

なった場所にあたり，中海の環境変化を有孔虫群集

から最も読み取りやすい場所でもある．

　結論として，本研究においても有孔虫群集は，極

めて敏感に環境の変化を言己録しており，1920年代

の境水道の凌漢や1970年代の干拓と淡水化計画で

部分的に行われた人為的改造は，湖底の底生生物に

とって大きなイベントをなしていたことが明らかと

なった　このような中海周辺で行われた工事による

生物群集の変化を具体的なデータでもって示した報

告はないため，今後の湖底環境の変動を底生生物か

ら予測するうえでも基礎的な資料をなすものと考
える．
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図1．試料採取位置．中海の中の黒い部分は干拓地，灰色部分は凌漢場所を示す．

F晦且。Locations　of　studied　five　sites．Darker　portions　in　the1ake　showing　rec1aimed　areas

　and　gray　ones　m　the1ake　showmg　dredged　areas
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図2中海南部の概略的皿体図と採取試料の岩相　堆積速度は中海宍道湖自然史研究ほ
　か（1987）による．

F晦2．Schematic　diagram　of　bottom　topography　and　the1ithoIogies　of　co1umnaτsediments．

　Sedmentat1on　rates　shown　m　d1agπam　are　refemed　to　the　resu1ts　of　the　Nakaum1－Shm］1ko

　Research　Group　et　a1。（1987）．
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中海東部の湖底環境と人為的改造

野村律夫・山根幸夫

　中海は平均して5．4mの水深を有し，大橋川河口か

ら弓浜半島の方向へ極めてなだらかな勾配を有す湖

底地形をなしている（三梨ほか，1987；図1，2）．しか

し，弓浜半島に近い東部では水深が7mを越す凹地

が存在し，半島方向と平行する凹凸のある地形をな

している　これは，中海が基本的に東方へ水深を増

す元来の地形に対して，砂州として成長してきた弓

浜半島と斐伊川水系の相互作用によって形成された

地形である．

　中海東部と関わりのある人為的な自然改造は図3

に示される　1920年代から境港の湾港拡張工事が

あり，1960－1970年代には干拓等の国営事業が周辺

地域で活発に行なわれた．安来干拓（1968～1974

年），彦名干拓（1972－1986年），弓浜干拓（1969～

1976年）のような大規模な干拓工事では中海の湖底

堆積物が利用され，たとえば彦名干拓地の堤防は水

深6mの部分に周辺の湖底から採掘した砂質堆積物

で盛り土されている．また，弓浜干拓地の堤防は，

境水道や周囲の湖底堆積物を凌漢して得られた砂質

堆積物が堤防建設に利用されている．これらの砂質

堆積物は流水域の沿岸性堆積物よりなり，現在の中

海には堆積していない．堤防建設に利用された盛り

土に含まれる有孔虫群集には，現在の中海に生息し

ないEψん肋〃閉ぴφ〃㎜，P〃研0吻肋〃担ρ0〃C0，ρ〃加一

9〃θ10ω伽α肥閉1〃〃α〃110ω伽αZ舳肌肋〃α，αわ1α一

伽などが見られる．以上のことは，干拓工事に利

用された砂質堆積物が本研究で扱う柱状試料に挟在

しているとすると，堆積年代の決定や推定に有効な

鍵層となる．

　水質環境は，1974年以降の下層水のCODでみる

とほぼ3～4前後の値を示しており，顕著な変化は捉

えがたい．しかし，1970年の前半と1980年前半こ

ろにはCOD値はやや低くなっているように見受け

られる（石飛ほか，1995）．塩分濃度はほぼ一定の値

を示している（図4）．
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　　　　　図41971－1994年の中海中央部下層水の塩分濃度の推移
　　　　　亙ig．4．Ch1orinity　changes　during1971－1994．

　　　　　表1．柱状試料の採取地点
　　　　　Tab1e且．Locations　of　studied　co1umnar　sediments．

Core sample (Locatio n) Sarnpling (iate Water depth (m) Temperature (' O S aiinity ("/~) 

ST-95-1 June lO, 1995 6.5 l 8 .2 27 . o 

ST-95-2 June 10. 1995 6.0 17.9 27 . o 

ST-95-3 June 10, 1995 6.0 17.7 27 .o 

ST-95~ July 2, 1995 5.5 

ST-95-5 July 2, 1995 5.0 

柱状試料の採取とその特徴

　本研究では，50～60cmの堆積物を中海東部の5地

点で1995年6月10日と7月2日に採取した（図1，2）．

各地点の水深や場所の詳細は表一2に示す通りであ

る．ST－95－4とST－95－5の2地点を除き，各地点とも

各2本の柱状試料を採取した．これらは，有孔虫分

析用と含砂量分析用にそれぞれ供した．

　採取試料は表層より各1cmの厚さに切断し，有孔

虫用の試料は直接250メッシュの飾で洗浄した．含

砂量の分析用試料は，同様に各1cmの厚さに切断後

乾燥させ，含水量を測定し，1／2の試料を再度250

メッシュの箭で水洗した．含砂量は残澄物を酸処理

して，炭酸塩を除去した後求めた。以下に柱状試料

中における堆積相と有孔虫群集について言己述する．

　ST－95－1（図5）：含砂量は1％程度で極めて少ない

が，特徴的なピークが湖底下2cmと14cmにそれぞ

れ37％と9％認められた　湖底下145cmには貝殻
の破片が散在している　この地点の有孔虫群集は，

主に〃0C肋舳加α肋肋，肋榊0肋わθ㏄0肋，醐0ω一

伽θ〃αoわZo〃gαからなり，Pθ108加αsp．が少ないなが

らも認められる　1cc当りの個体数でみると，r肋一

伽は極めて大きな変動を示しているが，大局的に

は湖底下5－6cmにかけて増大し，さらに表層2cm以

内で減少している．一方，■．わθC鮒ガとZ0わ10・8αは

層位的に似た分布を示しており，湖底下13cm程度

までは比較的多く産出している．胴ZoC〃加θ〃α

○わ1o昭αは湖底下11cm以浅，五わθ㏄鮒カは湖底下

7cm以浅で極めて僅少となる．

　含砂量のピークの認められた湖底下14cmは，有

孔虫群集からみてもそれまでとは異なった環境にお

かれていることと符号している層準である　しか

し，5－6cmではτ肋伽が急増しているにもかかわ

らず，含砂量に変化は認められない．

　ST－95－2（図6）：湖底下5－20cmにかけては5％前後の
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　　図6．ST－95－2地点における岩砂量と1cc当りの有孔虫数．図中のレベルは議論のための堆積

　　年代．
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　　are　for　discussion．

含砂率を示している一方で，顕著な増加（最大28％）

が湖底下3cmから4cmにかけて認められる．この砂

質堆積物中には石英の粒子が多量に含まれると共に

沿岸性の助ん肋蜥が認められ，明らかに再堆積に

よってもたらされたことが示される．基本的に
ST－95－1地点の群集と同じ組成を有している　しか

し，τ肋伽の1cc当りの産出個体数が湖底下17cm

でピークをなしていることと，湖底下4－5cmにかけ

て急激な減少のある．ことが認められた．とくに湖底

下4－5cmにおける減少は含砂量の増加と対応してい

る．肋肋o〃舳θ㏄〃カの相対的産出はST－95－1地点で

のそれに類似する．

　ST－95－3（図7）湖底下6cmを除き，表層から8cmま

では最大30％に達する含砂量が認められる．この間

の堆積相は9－20cmまでの堆積相とは明らかに異な

っている．砂質堆積物中には多量の機械的に破壌さ

れていたり，また表面が溶解してる貝殻片が認めら

れる　1cc当りの有孔虫個体数は，今回の調査のな

かでは最も多く，湖底下11cmではτ肋肋が500個

体に達する．伽榊0肋わθCωガの産出は，ほぼ一定し

ているが，湖底下4－5cmにやや個体数が増加する

この地点では表層（O－1cm）の堆積物中の有孔虫の個

体数は減少しており，再堆積の起こった可能性もあ

る．有孔虫の産出変化と含砂量との間には明瞭な対

応が見られない．

　ST－95－4（図8）：23％に達する粗粒の砂質堆積物が

湖底下16－18cmにかけて認められる　砂質堆積物は

発泡性の火山噴出物からなり，角閃石の結晶を伴っ

ている　この火山性堆積物は，島根県東部に広く分

布している三瓶火山の噴出物であるが，堤防の埋立
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用に搬入され利用されたものである　有孔虫群集は

極めて貧弱であるが，湖底下17cmにおける
ルocん舳舳〃o肋伽と湖底下6cmにおけるノ舳o舳

わθ㏄o〃の2つのピークが認められた．τ肋6αゴの

ピークは含砂率のピークと対応しており，砂質堆積

物の搬入がτ肋伽の生態になんらかの影響を与え

たものと思われる．しかし，ノ．わθ㏄α〃のピークは

含砂率の変動とは一致しておらず堆積物の組成以外

の要因に影響された結果かもしれない．

　ST－95－5（図9）：この地点では，基本的に砂質堆積物

は少ないが，湖底下5cmにピークが認められる　ま

た，極めて小さいながら湖底下18cmにもピークが

認められる．この地点の有孔虫群集はST－95－4と極

めてよく似た産出状況を示しており，個体数は貧弱

である　湖底下7cmにノわθ㏄〃〃のピークと湖底下

18cmにτ肋6加のピークが認められる．ノ榊閉o肋

わθ㏄αグ〃のピークは含砂率のピークより2cm下で起

こっている．τ肋伽のピークは，わずかな変動幅

で認められる含砂率のピークとも一致している．

堆積年代
　以上述べてきたような1cc当りの有孔虫の産出頻

度と組成の相対的割合，および含砂量の変動から堆

積年代の推定を行う　この論拠の基本は，湖底堆積

物に挟在する砂質堆積物が自然の堆積過程によって

もたらされたとするより，人為的な過程によって砂

質堆積物が採泥地点に近い場所に搬入され，その後

の湖底の層流によってもたらされた結果であると考

τrOCんαηZηが〃αんα6αZ

　　ST－95－1　　　　　　　　　ST－95－2

えることにある．したがって，堤防建設に利用され

た砂質堆積物は堤防に近い場所ほど厚く，隔たるに

従い薄くなる．また，凌漢によって湖底泥を撹乱し

た場合にも，その場所に近い所では堆積速度に変化

のあったことが当然予測されることである．これま

で，中海における堆積速度の算出は，中海宍道湖自

然史研究会ほか（1987）によって，210鉛（Pb）法や放

射性核物質の137セシウム（Cs）の含有量に基づいて

行なわれていた　210鉛（Pb）法では中海の中央部で

00449／cm2／年からO0699／cm2／年の年代幅をもった

堆積速度のあることが報告されている．中間的な堆

積速度としてO．0549／cm2／年もある（図2）．本報告で

は，基本的に中海宍遺湖自然史研究会ほか（1987）

のこのような3つの堆積速度から求めた堆積年代と

上述のような年代決定による比較をすることによっ

てより詳細な年代決定をする．

　ST－95－1：湖底下5cmから6cmで認められた
τ肋伽の増加と湖底下13cmから14cmで認められ
る■．わθ㏄〃カ，およびτ0わ10〃8αのほぼ一致した減少

傾向は，中海の湖底環境に大きな変化の起こったこ

とを示している．含砂量にも変化が認められるが明

瞭な対応関係は無い．堆積物の移動にかかる時間を

考慮に入れると，中海の環境変化のタイミンクは，

有孔虫群集の方がより敏感であったと考えられる．

〃oC肋榊加α肋伽は中海でも還元性の維持されや

すい湖底堆積物中に多いこと（NomuraandSeto，

1992）から，τ肋肋の増加は中海下層の塩分濃度が

上昇し，塩分躍層をより安定させた環境変化であっ

たと考えられる．また，ノ．わθ㏄αグカの減少もやはり
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塩分濃度の変化によってもたらされた環境変化であ

ると考えられる．野村・吉川（1995）による宍道湖で

の■．わ6㏄〃カの産状は塩分濃度が2～10パーミルで多

産しており，τ肋肋よりも塩分濃度の低い環境を

好み，両者は生態的に分離傾向が認められる　した

がって，中海では湖底下13－14cmで塩分濃度が増加

した時期があったものと考えられる．

　湖底下5cmは，中海宍道湖自然史研究会ほかの

O．0449／cm2／年から求めると36．5年前であり，

O．0699／cm2／年では23．3年前となり，約13．2年の差が

ある．中海では0．0549／cm2／年の報告もあり，この堆

積速度に基っくと298年前となる　すなわち，1960

年から1972年の間となり，中間的な堆積速度では

1965年となる　また，湖底下13cmは同様な堆積速

度で見積ると111年前から70．8年前となり，40．2年

の差が両者には存在する．これらは，1884年から

1924年の間に相当する．〃o・肋舳加α伽肋の段階

的増加と人為的要因との関係を基にすると前者は

1970年ころ，後者は1924年ころとすべきであろう
（図10，11）．

　ST－95－2湖底下3cmに含砂量の増加が見られ，そ

の1cm下ではτ肋肋が急激に減少している．また

湖底下10cmに見られるノわθ㏄α閉とτoわ1o〃8oの減

少は，中海の環境変化と対応しているものと考え

る　前者の湖底下4cmは，中海宍道湖自然史研究

会ほか（1987）の堆積速度から求めると，30．5年前か

ら19．5年前に相当し，中間的な堆積速度
（O．0549／cm2／年）から求めると，24．9年前に相当す

る．すなわち，1965年から1976年の間で，1970年

21

にも相当する　次に，湖底下10cmは981年前から

62．6年前にあたり，80．O年前にも相当する．これら

は，1897年から1933年に相当し，中間的には1915

年にも相当する．ST－95－1と同様の考えから
1920－1930年代と見積もられる（図10，11〉

　この地点の群集変化はST－95－1と基本的に同じで

あるが，湖底下4cmから5cmにかけてのτ肋伽の
減少はノ．わθ㏄α〃の減少と共に起こっており，有孔

虫群集の総個体数も16～22／ccに減少している　生物

擾乱も考えられるが，その他に再堆積のような物理

的な擾乱作用が起こったことも推測される．

　ST－95－3有孔虫群集の変化では，湖底下11cmから

12cmにかけてのτ肋伽の増加と湖底下4cmと5cm
にかけてのノ．わε㏄〃カの急増によって湖底環境に意

義のある変化のあったことが示される．これらの変

化は必ずしも含砂量の変化とは一致していないた

め，砂質堆積物の搬入に先行して湖底環境に変化が

起こったものとみられる　湖底下11cmは，中海宍

道湖自然史研究会ほか（1987）による堆積速度では

52．4年前から82．1年前にあたり，O．0549／cm2／年から

は66．9年前の年代も導かれる．すなわち，1913年

から1943年のことになり，中間的な堆積速度では

1928年も含まれる　湖底下4cmは277年前から177

年前のことになるが，中問的には22．6年前として導

かれる．これらは，1967年から1977年の間で，
1973年ころになる（図10，11〉

　ST－95－4とST－95－5では，堆積物の乾燥重量を測定

していないため，中海宍道湖自然史研究会ほかの

堆積速度を利用することはできない．しかし，ST一
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95－4で湖底下16－18cmにかけて見られる砂質層は，

極めて特徴的で安来日立工場の埋立工事と直接関係

したものであり，1970－71年とすることができる（図

3，10，11）τγoc肋肋舳舳肋d伽の増加は，この工事に

関係した環境変化を反映したものであろう．同様

に，湖底下6cmには■．わθ㏄oグカの増加が認められる，

湖底下14cmより上位では一定した堆積速度を有し

ていることより，この層準を工事の完了した1971年

として！次関数で内挿すると，湖底下7cmは12年前

すなわち1983年に相当する（図10，11）．ST－95－5の

λ．わε㏄〃〃のピークは堆積擾乱による影響も考えら

れるため，ここでは含砂量の増加が継続的に見られ

る湖底下6cmを彦名干拓の堤防建設時期，すなわち

1973－74年ころとすべきであると考える．これをも

とに1次関数で外挿すると，湖底下17cmは748年

前，すなわち1920年ころとなる．

有孔虫群集の変化からみた

　ここ数十年の中海東部

　今回検討した中海の有孔虫群集は，τ肋伽やλ

わθ㏄α〃（s．L）により占有されており，これらの種の

産出変動を解析することによって上記の年代におけ

る環境変化の背景を探ってみたい

　湖底下20cmまでの堆積物および有孔虫群集で共

通して検出される環境変化の時期は，1920－1930年

ころと1970年前半のイベントである　松江市，米子

市，境港市，八東町によって編さんされた各市町誌

によると，1920年以前の中海およびその周辺では

大規模な人為的改造はなされておらず，自然のまま

の環境が基本的に継続していたものと思われる．

1800年代末から頻繁に洪水や干ばつの自然災害の

記録がのこるが，中海全体でいかなる影響を与えた

のかは不明である　我々は，このような数年間隔で

起こっている自然災害は湖水環境に一時的な影響を

与えたものとしても，永続的な環境変化には結びつ

かなかったのではないかと考えている．ここで注目

したいのは境港修築工事と大規模な境水道の凌漢や

境港外防波堤の構築がなされた1922年9月である．

この工事は1930年に完工されている．境港湾港修

築誌（境港湾港修築期成会，1933）によると，境港地

域へ海浜砂の移流が顕著になり，湾港が浅化するよ

うになったため，外堤防を美保湾へ向けて2，918km

突出させることによって湾港の閉鎖抑止や大型湾港

としての利用がなされたようになったことが記録さ

れている（境港市，1986，図12，13）また，松江市の

記録によると，この頃宍道湖の湖水の塩分濃度が上

昇し，しかも周辺の耕作地で塩害があったとされて

いる．1941年（昭和16年）発行の松江市誌（p．

1370－1371）には次のような記述がなされている

「．。．塩度の増減は，古来記録に残されていないから

知るに由なしである．明治16年10月に島根県で編

成した“意字郡村誌”の馬潟村の大川（大橋川の最下

流部）の條に“流緩二水濁レリ，有時中海ノ水逆流シ

テ塩シ”とあり，八幡村の大川の條には単に“清濁

流勢馬潟村二同ジ”とある　其外同書各村の河流や

“島根郡村誌”にはどこにも塩味云々と書きたる條

が無いのは或は編纂の当時に，逆流塩水の弱勢なり

しやも知れずである．

　然るに大正以来，此逆流塩水の流勢旺盛となり，

大橋川を遡りて宍道湖に入り，更に進んで湖の西岸

劣

図121昭和5年（1930年）発行の絵はがきにみる境港の外防波

堤（境港湾修築工事）の様子　上の写真は弓浜半島より眺め
ており，下の写真は島根半島側より境水道と外防波堤を見た
ものである．
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図13．境港湾修築略史に掲げられている外防波堤の場所
　と境港の市街図（境港市，1986より引用）．

醐g．13．Geographic　position　of　the　embankment．



湖水環境の人為的改造と底生有孔虫の群集変化その3中海東部の過去数10年の環境変化

迄も浸入し，加之これ等沿水の稲田は灌概用水を失

い，塩害を蒙ること甚だしきを訴ふることと爲つ

た　之が対策としても松江市近傍にても数ケ所に潮

留工事を設置し，昭和14年には，宍道湖淡水化問題

の議も起る位と爲つた．．．．」

　このような宍道湖における塩分濃度の上昇は，有

孔虫群集の変化からも明瞭に捉えられ，それまで豊

富に産していた肋ρ10ρ伽αg閉0肋5C伽01ゴθ〃曲のよう

な低塩分濃度嗜好の種が減少し，代わって中塩分濃

度嗜好の■舳o肋わθCC〃カが産出するようになる

（野村・吉川，1995）．これと同様に中海でも湖水の

塩分濃度が上昇する様子を1920－1930年の堆積物に

みることができる．すなわち，ST－95－1ではノ．わ6c－

c〃カが減少し，ST－95－3ではr肋伽の産出個体数が

上昇し，ST－95－2でもその産出割合は上がっている

（図11）．Tγoc肋舳加α肋肋の増加は明らかに塩分

濃度の上昇によってもたらされた結果であり，生態

的反応としては塩分躍層がより安定化し，それによ

る泥底の還元環境の発達が要因になったものと考え

られる．一方，中海周辺の浅い環境（ST－95－5）では産

出個体数が減少するという反対の現象が見られる

（図10）これは，松江市誌（松江市誌編さん委員会，

1962）に言己述されているように，大橋川の改修（1922

年）による中海と宍道湖の水位の減少によるものと

考えられる．両湖の水位が33cmから7cmへと小さ

くなることによって，塩分濃度の低い宍道湖水が中

海へ流入したことは当然考えられよう　高塩分濃度

の中海の下層水は宍道湖への流入が容易となり，宍

遺湖の表層水は中海への流出が促進されるという河

口域の水循環システムが活発化したためである．し

たがって，相対的に増加する■．わθ㏄研ガはこの現象

を捉えたものである（図11）．

　ST－95－5では1948年の相対的なτ肋伽の増加や

1958年ころの■わθ㏄α閉の相対的増加は，1cc当り

の個体数は実質的に大きな変動を伴っていないた

め，その意義については積極的に歴史的事実と結び

付けられないようである．1950年代後半および60

年代前半には集中蒙雨や豪雪が多発しており，浅い

湖底環境へもこれらの影響があらわれたとも考えら

れる．洪水による浅海性堆積物の擾乱は沿岸域でも

しばしば認められていることでもある．

　砂質堆積物を伴いながら有孔虫群集へ大きな影響

を与えているのは，1970年代前半にどの堆積物に

おいても一致して認められる．これは，前述したよ

うに明らかに干拓および淡水化事業に伴った一連の

工事によって引き起こされているものである．
ST－95－3では例外的にノわθ㏄α閉の増加が認められる

が，基本的にτ肋伽の増加によって特徴っけられ，
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中海下層水へ高塩分水の定常的供給とそれによる躍

層の安定および湖底の還元化が重要な要因となって

いるものとみられる．島根県環境保全課の報告によ

ると，水深6m付近で15，O00－17，OOOpPm程度の塩素

濃度が数カ月間続く傾向が1970年代後半以降見ら

れる（図4）．これには一部データの欠如があるもの

の海水の安定した供給があったものとして提えるこ

とができよう．すなわち，湖底および下層水には還

元性の堆積物の付加が促進されたことが考えら
れる．

　このように，中海の1970年代以降の湖底では，還

元的な環境が1970年以前より維持されやすい状況

におかれていることがτ肋伽とメ．細㏄鮒〃の産出

変化から見いだせる．しかしながら，中海周辺，と

くに，彦名干拓地に近いST－95－3地点では反対に

τ肋伽が減少している．ST－95－3は水深6mであり，

ST－95－1，一2とほぼ同じ水深を有すことから，これら

と同様の群集変化が考えられる．我々はこの点，埋

立用に利用された干拓地周辺の凌漢跡が原因となっ

ているものと考える．三梨ほか（1987）によると，中

海東部にはかなりの地域をもって水深10mにもおよ

ぶ凌漢が行われている．この凌漢でもってより塩分

濃度の高い周辺の下層水は凹地ヘトラップされたこ

とが予想される　また，周辺の表層細粒堆積物の凌

漢跡地への移動も考えられる．かかる要因が
τ肋∂伽の増加を抑制したものと思われ，地域的に

中海の中央部とは異なった湖底環境が人為的に形成

されたことになろう．現時点では，これら凌漢地の

正確な面積と深さのデータが無いため細粒堆積物の

移動量を見積ることができない．したがって，周辺

の底生生物へ与えた微視的生息環境の変化は今後の

課題としたい．

ま　　と　　め

　1．中海東部の5地点より表層堆積物を柱状採泥

し，堆積物中に含まれる有孔虫群集を定量分析し

た．ここで得た有孔虫種は基本的に肋肋撒加o
肋伽ゴとノ湖榊o加αわθ㏄鮒カ（S．1）よりなり，〃〃oω一

伽θ〃α0わ10弼gαやPθ103加α卯．を含む極めて単純な組

成となっている．しかし，前2者の体積当りの個体

数および相対量の層位的変化（r肋伽の段階的増

加）は，人為的な自然改造工事による中海の環境変

化の過程を歴史的に実証することができる．

　2中海東部の湖底下20cmまでで得られる最も顕

著な有孔虫種の量的変化は，1920－1930年と1970年

前半に起こっていることが判明した．ここで求めた

堆積年代の決定は，中海宍道湖自然史研究会ほか
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（1987）による210鉛（Pb）法を基にし，さらに堆積物

中に含まれる細粒堆積物および有孔虫群集の層位的

変化から求めたものである．210鉛（Pb）法による堆

積速度では場所によってかなりの時間幅が生じるた

め，ここ数十年のイベントを復元するためには化石

層位学的手法も重要である．

　31920－1930年の中海の環境変化は，境水道の凌

漢と境港湾港建設に伴った工事によって引き起こさ

れている．境水道を美保湾方向へ2．9kmにも及ぶ外

堤防の建設は，美保湾内の海水を中海へ導入する役

目を果たしており，ノ．わθ㏄α〃に代わってτ肋伽が

増加する　この時期より，日本海の海水が安定的に

供給されるようになり，塩分躍層がより安定化した

ため，湖底では還元環境がより著しくなったものと

みられる．

　41970年前半の環境変化は，明らかに農水省の干

拓・淡水化計画によって部分的に実施された中浦水

門や堤防（森山堤防，大海崎堤防など）の建設による

下層水の流入経路の変更によるものである　中海中

央部は1970年以前より海水の流入がより直接的に

なり，塩分躍層の安定化を導いている．塩分濃度が

比較的高く，還元的環境に適応したτ肋伽は，この

イヘントでさらに個体数を増大させている

　5．干拓のために凌漢された地域の湖底では，地域

的に高塩分下層水のトラップや表層堆積物のより深

部への移動が起こったものとみられ，同じような水

深で見られる群集変化とは異なっている　地域的な

表層堆積物の移動を考える場合，人為的な凹地の存

在は周辺の底生生物へも影響を与えている
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